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ミニ論文を作成する意義

1. 研究内容をまとめて活動全体を振
り返るとともに，考察力・文章力を
高める契機とする。

2. 論文形式の記述方法を学習する
ことで，正しい文章表記を身につ
ける。

3. 小論文学習と並行して実施するこ
とで，志望する学問分野を特定あ
るいは絞り込み，受験を意識した
日々の学習に資する契機とする。

4. 「ミニ論文」として形に残すことで，
受験や各種課題研究の選考の場
において活用できる資料あるいは
必要な資料となり得ることを知る。



ミニ論文の作り方
タイトルはとても重要
内容を正確に表し、簡潔であること
「○○の研究」 よりも
・より具体的に 「○○は△△である」
・キーワードを入れる 「○○の□□に関する研究」

一般的な論文と構成は基本同じ
1. タイトル (Title)
2. 研究要旨 (Abstract)
3. 序論 (Introduction)
4. 材料と方法(Material&Methods)
5. 結果 (Results)
6. 考察 (Discussion)
7. 結論 (Conclusion)
8. 謝辞 (Acknowledges)
9. 参考文献 (References)

色覚のバリアフリー
色は人によって見え方が異なります。みんなが見えやすい色を心が
けましょう。
色刷りの資料は白黒コピーして判別できるものが良い
赤と緑、橙と黄緑、白とピンク、緑と黒等は避ける
背景と文字の明るさにコントラストをつける。

参考文献の書き方
図書の場合
濵田大輔編著，「フィボナッチ数列に関する考察」, p. 26 (国分社, 2020)

ウェブページの場合
国分高校“ＳＳＨ”
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kokubu/docs/2018052900030/

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kokubu/docs/2018052900030/


ミニ論文の書式について
⑴ 枚数 A4で2枚以上

⑵ フォント・サイズ

① タイトル 游ゴシック Light 14pt

② 見出し 游ゴシック Light 10.5pt

③ 本文

日本語 游明朝 10.5pt

英語 Times New Roman 10.5pt

⑶ 内容構成・基本形式

タイトル → Abstract（英文を推奨）

→ keywords → １ 研究背景（はじめに）

→ ２ 研究目的・意義 → ３ 研究手法

→ ４ 結果・考察 → ５ 結論

→ ６ 参考文献



課題研究ミニ論文評価について
課題研究ミニ論文の評価に関しては，「表１
評価基準表」を活用し，
１次審査をＳＳＨ推進部職員，管理職
２次審査を３学年全職員
で実施しています。

ミニ論文完成後に「表２ 自己評価表」を活用し，
全生徒自己評価とリフレクションを行います。

表１ 評価基準表

表２ 自己評価表



課題研究ミニ論文の例Ⅰ



課題研究ミニ論文の例Ⅱ－１



課題研究ミニ論文の例Ⅱ－２
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